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発
は
、
そ
の
こ
と
を
長
期
的
に
展
望
し
、

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
、
高
速
炉
開
発
を
着

実
に
研
究
し
実
用
化
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
進
ん
で
き
た
（
第
五
回
）。

資
源
枯
渇
と
環
境
負
荷
（
次
回
説
明
）
と

い
う
致
命
的
な
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
、

お
よ
び
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
放
射

線
利
用
と
不
可
分
で
あ
り
、
放
射
線
の
健

康
へ
の
リ
ス
ク
は
科
学
的
な
理
解
に
基
づ

く
放
射
線
防
護
と
一
体
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
全
体
像
が
国
民
的
レ
ベ
ル
で
理
解

さ
れ
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
る
。
こ
の
理
解

に
基
づ
く
リ
ス
ク
認
識
が
常
識
と
し
て
醸

成
さ
れ
て
い
く
と
、

核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
反
対
の
立
場
の

人
々
の
言
動
が
如
何

に
空
し
い
脅
し
で
あ

る
か
を
見
抜
け
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

中
性
子
と
の
核
反

応
で
創
生
さ
れ
た
資

源
は
使
用
済
み
燃
料

の
中
に
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
組
成
、
量

は
、
原
子
炉
の
運
転

（
中
性
子
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
運
転
期
間
、

中
性
子
量
、
燃
料
物

質
量
）
に
よ
っ
て
異

な
る
。
軽
水
炉
で
の

使
用
済
み
燃
料
組
成
は
図
に
示
す
よ
う
に
、

ウ
ラ
ン
、
超
ウ
ラ
ン
元
素
（
Ｔ
Ｒ
Ｕ
‥
ネ

プ
チ
ニ
ウ
ム
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
ア
メ
リ

シ
ウ
ム
、
キ
ュ
リ
ウ
ム
な
ど
）、
核
分
裂
生

成
物
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
再
処
理

工
程
で
化
学
的
に
必
要
な
分
離
を
す
る
。

ウ
ラ
ン
、
Ｔ
Ｒ
Ｕ
は
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て
、
ま
た
、
核
分
裂
生
成
物
は

様
々
な
元
素
か
ら
な
る
が
、
有
用
物
質
と

廃
棄
物
に
分
類
さ
れ
る
。
現
在
の
再
処
理

工
程
で
は
、
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
以

外
は
ま
と
め
て
分
離
し
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
と
し
て
ガ
ラ
ス
固
化
体
と
す
る
。

致
命
的
な
リ
ス
ク
回
避
へ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
は
最

大
限
進
め
る
に
し
て
も
、
持
続
可
能
な
文

明
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
化
学
反

応
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

化
学
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
資
源
枯
渇

問
題
と
環
境
負
荷
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
化
学
反
応

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
が
必
然
で
あ
る
（
第
六
回
）。
天

然
に
存
在
す
る
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
核
分
裂
性
物
質
は
、
ウ
ラ
ン
235
の
み
で
、

軽
水
炉
は
ウ
ラ
ン
235
を
三
〜
五
％
に
濃
縮

し
た
燃
料
を
用
い
て
い
る
た
め
、
軽
水
炉

だ
け
で
は
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
も
約

八
〇
年
で
枯
渇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴

は
、
中
性
子
核
反
応
利
用
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
と
同
時
に
新
た
な
核
反
応
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
を
創
成
し
資
源
枯
渇
問
題
か

ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
第
五
回
、

第
一
〇
回
）。
天
然
ウ
ラ
ン
の
九
九
・
三
％

を
占
め
る
ウ
ラ
ン
238
は
、
中
性
子
と
の
核

反
応
で
核
分
裂
性
物
質
に
変
換
し
て
い
く
。

こ
れ
に
よ
っ
て
天
然
に
得
ら
れ
る
ウ
ラ
ン

235
の
約
一
〇
〇
倍
の
新
た
な
資
源
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
原
子
力
利
用
の

開
発
当
初
か
ら
高
速
増
殖
炉
の
実
用
化
を

目
指
し
て
い
た
（
第
一
〇
回
、
第
一
一
回
）。

無
資
源
国
で
あ
る
日
本
の
原
子
力
利
用
開
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現
状
で
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
で
あ
る
が
、

S
C
N
E
S
で
は
分
離
し
、

原
子
炉
で
核
変
換
（
燃
料
／

放
射
能
消
滅
）
さ
れ
る
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少
な
い
の
で
、
既
存
の
軽
水
炉
の
取
り
替

え
燃
料
の
一
部
（
約
三
分
の
一
）
と
し
て

安
全
に
用
い
る
（
プ
ル
サ
ー
マ
ル
）
こ
と

が
で
き
る
。
現
在
建
設
中
の
大
間
原
子
力

発
電
所
（
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
‥
改
良
型
沸
騰
水
型

軽
水
炉
）
で
は
、
初
期
炉
心
か
ら
全
燃
料

に
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
す
る
設
計
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
中
性
子
に
よ
る
核

分
裂
で
発
生
す
る
中
性
子
の
個
数
（
二
・

九
個
／
核
分
裂
）
は
熱
中
性
子
に
よ
る
核

分
裂
で
発
生
す
る
中
性
子
の
個
数
（
二
・

五
個
／
核
分
裂
）
に
比
べ
て
多
い
。
そ
の

た
め
、
熱
中
性
子
を
利
用
す
る
軽
水
炉
で

は
、
核
分
裂
性
核
種
の
生
成
割
合
（
転
換

率
）
は
〇
・
六
程
度
で
あ
る
が
、
高
速
炉

の
転
換
率
は
高
く
な
る
。
転
換
率
が
一
・

〇
で
あ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
使
わ

れ
た
核
分
裂
性
物
質
の
量
と
同
量
の
資
源

を
生
産
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
・
〇
よ
り

大
き
く
な
れ
ば
、
消
費
し
た
量
よ
り
生
産

す
る
量
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
場
合
の
転
換
率
は
増
殖
率
と
呼
ば
れ
る
。

高
速
増
殖
炉
は
、
中
性
子
減
速
材
を
使

わ
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
中
性
子
に
よ
る

核
分
裂
反
応
を
用
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
電
力
）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
（
核
分
裂

性
物
質
）
を
同
時
に
生
産
す
る
高
速
炉
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
Ｍ
Ａ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て
の
役
割
（
中
性
子
吸
収
に
対

す
る
核
分
裂
反
応
割
合
）
は
軽
水
炉
に
比

べ
、
高
速
炉
で
は
約
一
〇
倍
で
あ
る
。

核
分
裂
性
物
質
の
生
成
量
と
核
分
裂
反

応
に
よ
る
消
費
量
の
バ
ラ
ン
ス
は
原
子
炉

の
設
計
で
異
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

時
間
を
か
け
れ
ば
全
て
の
ウ
ラ
ン
238
を
核

分
裂
性
物
質
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

創
生
さ
れ
た
Ｔ
Ｒ
Ｕ
の
質
量
数
が
奇
数
の

も
の
が
核
分
裂
性
物
質
で
あ
り
、
偶
数
の

も
の
は
中
性
子
を
吸
収
し
て
核
分
裂
性
物

質
に
変
換
す
る
た
め
、
Ｔ
Ｒ
Ｕ
の
全
て
が

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
平
和
利
用
で
は
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
239
を
区
別
し
て
扱
う
必
要
が
な
く
、

従
っ
て
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
Ｍ
Ａ
と
の
区
別

も
、
Ｍ
Ａ
を
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
と
し
て
処
分

す
る
必
要
も
な
く
な
る
。

遠
隔
操
作
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
開
発
が

必
要こ

の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
自
ら
整

合
性
の
あ
る
原
子
力
シ
ス
テ
ム
）
で
は
、

再
処
理
で
Ｔ
Ｒ
Ｕ
を
一
括
し
て
分
離
し
、

成
型
加
工
を
経
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
と

こ
の
中
に
は
、
マ
イ
ナ
ー
ア
ク
チ
ニ
ド
（
Ｍ

Ａ
‥
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
以
外
の
Ｔ
Ｒ
Ｕ
）
が

含
ま
れ
、
半
減
期
が
長
い
た
め
、
高
放
射

性
廃
棄
物
処
分
の
社
会
受
容
を
困
難
に
し

て
い
る
理
由
と
も
な
っ
て
い
る
。

全
Ｔ
Ｒ
Ｕ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
へ

当
初
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
239
は
兵
器
用
と
し

て
生
産
す
る
目
的
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ

に
適
し
た
原
子
炉
（
天
然
ウ
ラ
ン
、
黒
鉛

／
重
水
減
速
）
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
純
粋

に
抽
出
す
る
た
め
の
再
処
理
技
術
が
開
発

さ
れ
た
。
し
か
し
、
発
電
用
の
軽
水
炉
で

は
、
炉
内
で
創
成
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

239
が
核
分
裂
し
、
約
三
〇
％
の
発
電
を
担

い
消
耗
（
燃
焼
）
し
て
い
る
た
め
、
使
用

済
み
燃
料
に
残
存
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

兵
器
用
と
し
て
は
適
し
て
い
な
い
。
六
ヶ

所
村
の
再
処
理
工
場
で
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
単
体
で
分
離
せ
ず
ウ
ラ
ン
と
混
合
し

た
状
態
で
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
兵
器
へ
の

転
用
を
さ
ら
に
難
し
く
し
て
い
る
。

ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
混
合
し
た

燃
料
は
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（M

ixed O
xide

）
燃
料
と

呼
ば
れ
、
創
生
さ
れ
た
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
で
あ
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
原
子
炉
内

で
の
特
性
は
、
ウ
ラ
ン
燃
料
と
の
違
い
は

し
て
原
子
炉
内
に
最
適
配
置
す
る
。
高
放

射
線
下
で
の
成
型
加
工
工
程
に
は
遠
隔
操

作
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
が
必
要
に
な
る
た
め

他
産
業
に
お
け
る
技
術
開
発
と
相
乗
し
有

効
な
開
発
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
リ
サ

イ
ク
ル
燃
料
に
は
使
用
済
み
燃
料
中
の
ウ

ラ
ン
、
Ｔ
Ｒ
Ｕ
以
外
に
軽
水
炉
の
ウ
ラ
ン

濃
縮
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
劣
化
ウ
ラ
ン

も
利
用
す
る
。

高
速
炉
の
運
転
開
始
に
は
多
量
の
核
分

裂
性
元
素
を
必
要
と
す
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
軽
水
炉
の
使
用
済
み
燃
料
を
再
処
理

し
、
回
収
し
た
Ｔ
Ｒ
Ｕ
（
当
初
は
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
）
で
高
速
炉
燃
料
を
製
造
す
る
。

例
え
ば
、
最
初
の
高
速
炉
は
、
軽
水
炉
使

用
済
み
燃
料
三
〇
年
分
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

が
必
要
で
あ
る
。
実
用
化
段
階
で
は
社
会

需
要
に
応
じ
た
電
力
量
と
物
質
量
の
フ

ロ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
最
適
化
す
る
よ
う
原
子

炉
基
数
、
増
殖
率
、
再
処
理
量
を
決
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
ト
リ
ウ
ム
は
豊
富
な
天
然
資
源

で
あ
り
、
中
性
子
核
反
応
に
よ
っ
て
、
核

分
裂
性
核
種
（
ウ
ラ
ン
233
）
に
変
換
さ
れ
る

こ
と
を
原
子
力
開
発
当
初
実
証
し
、
現
在

も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
核
反
応
利

用
の
実
用
化
路
線
の
歴
史
に
お
け
る
選
択

と
集
中
に
よ
り
先
行
し
て
い
る
ウ
ラ
ン
サ

イ
ク
ル
技
術
実
績
を
も
と
に
し
て
ト
リ
ウ

ム
利
用
の
可
能
性
も
拓
か
れ
る
。

他
産
業
の
技
術
開
発
と
相
乗
し
有
効
な
開
発
を


